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福手 勤

は
二
〇
〇
五
年
を
境
に
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
。

今
後
、
技
術
革
新
な
ど
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
や

社
会
保
障
制
度
の
改
革
な
ど
、
人
口
減
少
社
会
に
適
応

し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
一
つ
と
し
て
、
郊
外
に
拡
散
し
た
生
活
圏
の
再

集
約
、
施
設
の
集
約
・
多
機
能
化
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
施
設
数
の
圧
縮
に
よ
る
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
低
減
、

多
機
能
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
性
の
向
上
と
と
も
に
、
防

災
機
能
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。
社
会
資
本
の
充
実
に

よ
る
防
災
効
果
は
、
適
度
な
規
模
に
集
約
さ
れ
た
生
活

圏
に
お
い
て
は
、
過
疎
地
に
比
較
し
て
、
費
用
対
効
果

の
面
か
ら
優
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
こ
れ
に

加
え
、
子
供
の
数
が
減
少
し
老
朽
化
が
進
ん
だ
小
中
学

校
や
公
民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
統
合
し
、

機
能
の
複
合
化
を
推
進
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
と
高
齢
者
が
普
段
か
ら
親
し

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
災
害
時
の
避

難
行
動
が
迅
速
・
円
滑
に
な
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の

防
災
効
果
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
建
設
分
野
に
お
い
て
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
が

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
久
し
い
。
国
土
に
と
っ

て
社
会
資
本
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
持
続
可
能
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

真
に
求
め
ら
れ
る
の
は
「
社
会
資
本
が
持
続
可
能
で
あ

る
こ
と
」
で
は
な
く
、「
社
会
資
本
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

る
安
全
・
安
心
・
快
適
な
生
活
が
持
続
可
能
」
で
あ
る

こ
と
を
、
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
た
今
、
我
々
シ
ビ

ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
再
確
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
大
震
災
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

首
都
圏
直
下
・
東
海
か
ら
南
海
地
震
、
さ
ら
に

は
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る
火
山
の
噴
火
へ
連
動
す
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
社
会
資
本
の
老

朽
化
、
少
子
高
齢
化
、
産
業
構
造
の
変
化
が
急
速
に
進

む
こ
と
も
加
わ
り
、
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
社
会
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
社
会
資
本
の
老
朽
化
は
時
間
と
と
も
に
徐
々
に
進
行

す
る
た
め
、
し
ば
し
ば
人
間
の
成
人
病
に
た
と
え
ら
れ

る
。
成
人
病
は
生
活
習
慣
の
改
善
や
健
康
診
断
で
予
防

で
き
る
の
と
同
様
に
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
も
適
切
な

維
持
管
理
に
よ
っ
て
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
地
震
、
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
長
い
時

間
ス
ケ
ー
ル
で
は
周
期
性
・
必
然
性
が
あ
る
も
の
の
、

日
常
生
活
レ
ベ
ル
で
は
予
兆
な
く
突
然
襲
っ
て
く
る
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
た
と
え
る
と
、
自
分
は
安
全
運
転
を

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
る
日
突
然
、
交
通
事
故

に
遭
遇
す
る
状
況
に
類
似
す
る
。
交
通
事
故
は
中
央
分

離
帯
の
設
置
、
踏
切
の
立
体
交
差
化
な
ど
で
、
そ
の
危

険
性
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
災
害
に
対
し
て

も
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
に
よ
っ
て
防
災
・

減
災
が
期
待
で
き
る
。

　
高
度
成
長
期
に
は
多
く
の
社
会
資
本
が
整
備
さ
れ
、

経
済
活
動
と
国
民
生
活
に
多
大
な
便
益
を
も
た
ら
し
た
。

一
方
、
そ
れ
と
同
時
に
都
市
部
の
人
口
増
加
や
地
価
上

昇
に
伴
っ
て
、
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
や
地
方
の
過
疎

化
と
い
っ
た
弊
害
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
我
が
国
で

東
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